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①万江阿蘇神社 ②十王堂（木造厨子と木造十王像）

③西福寺跡阿弥陀堂 ④西福寺跡阿弥陀堂の花まつり

写真の説明
①万江阿蘇神社：現在の本殿は万江村領主の万江氏によ

　り1728年建立（村指定有形文化財）

②十王堂：中国の唐時代に起こった十王信仰のお堂。

　堂内の木造（厨子、十王像）は村指定有形文化財

③④：西福寺跡阿弥陀堂・花まつり：もとは臨済宗、古義

　真言宗の寺院であったが廃寺となり阿弥陀堂のみ現存。

　花まつり（甘茶）は、旧暦の４月８日に実施。
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■歳　入 【単位：千円】
平成29年度　一般会計当初予算

   202,737
38,114
150
295
10

5,752
619

1,504,000
307

52,290
14,663
47,437
409,125
192,275
39,164
15,600
163,642
104,500
32,720

198,543
29,981
235
450
10

2,440
300

1,548,000
678

35,000
27,072
45,556
406,319
187,335
9,538
10,000
148,000
82,960
12,683

村民税、固定資産税、軽自動車税ほか
地方揮発油譲与税、自動車重量譲与税、
利子支払時の税の一部交付金
上場株式配当時の税の一部交付金
株式譲渡時の税の一部交付金
道路の延長と面積により交付金
減収による補填分の交付金
行政機関の均質的な水準確保のための交付金
交通事故発生件数、人口による交付金
人口、従事者数による交付金
民生費負担金（保育料、老人福祉施設等）ほか
住宅使用料、ほたるの荘他施設使用料ほか
各種事業における国からの負担金、補助金ほか
各種事業における県からの補助金、委託金ほか
土地建物売払収入、太陽光発電借地料、基金積立利子ほか
山江村ふるさと応援寄附金
財政調整基金・山江村定住促進基金
前年度繰越金
後期高齢者広域連合受託事業収入ほか

　 4,194
8,133
△85
△155

0
3,312
319

△44,000
△371
17,290

△12,409
1,881
2,806
４,940
29,626
5,600
15,642
21,540
20,037

村 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
自動車取得税交付金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
地方消費税交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）区　　　分 本年度予算額 前年度予算額 比　較

　平成29年第１回３月議会定例会は、８日～17日までの10日間の会期で開催されました。今回提案された議
案の主なものは、委員会発委１件、承認１件、条例制定及び改正の計10件、平成28年度一般・特別会計の補
正予算５件、平成29年度一般会計、特別会計の当初予算７件などを審議しました。また、平成29年度一般会
計当初予算は昨年度よりも2億17百万円減額の31億６千万円となった。
　８日に開会後、平成28年度一般、特別会計補正予算５件を含む７件を先議可決。10日は、村内11か所の現
地調査、13日～15日までは条例・予算等の議案審議を行い、16日は一般質問で６議員が登壇し執行部を質し
ました。
　最終日の17日に、産業厚生常任委員会発委による国への意見書提出、条例の制定・一部改正、平成29年度
当初予算について質疑・討論・表決を行い、条例制定（２件：閉会中の継続審査へ）を除く、全議案を原案
どおり可決決定しました。

一般会計当初予算　31億6千万円を全会一致で可決！
（山江村債権管理条例ほか１件を継続審査へ）

村 債

歳 入 合 計 3,160,000 3,377,000 △217,000

336,600 631,900 △295,300 宅地分譲地整備事業、公営住宅建設事業、山江村体育館
改修事業、教育ICT環境整備ほか

■歳　出 【単位：千円】

   60,261
552,002
651,370
388,875
292,192
50,577
421,558
104,885
270,206
4,500

345,096
18,478

60,780
518,936
681,365
390,409
284,899
43,351
347,812
469,240
216,163
7,705

336,469
19,871

議員報酬、議会運営費他
移住定住推進費、地域づくり研究所運営費ほか
障がい者福祉費、老人福祉費、児童福祉費ほか
保健衛生費、子育て支援費、健康増進事業費ほか
多面的機能支払事業費、果樹振興費、林業振興費ほか
観光費、丸岡公園整備費、企業誘致対策費ほか
社会資本整備費、道路新設改良費、住宅建設費ほか
非常備消防費、防災行政無線維持管理費ほか
学校管理費、体育館管理費、人権教育推進費ほか
道路河川災害復旧費、林業施設災害復旧費ほか
起債の償還
予備費

　 △519
33,066

△29,995
△1,534
7,293
7,226
73,746

△364,355
54,043
△3,205
8,627

△1,393

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
予 備 費

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）区　　　分 本年度予算額 前年度予算額 比　較

歳 出 合 計 3,160,000 3,377,000 △217,000
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　３月議会定例会３日目の10日（金）は、午前９時から平成28年９月議会定例会現地調査
以降の平成28年度事業の西川内地区公営住宅新築工事をはじめ椎谷地区配水管布設工事など
６事業か所、平成29年度新規予定事業の山江中学校外壁塗装工事をはじめ、県営事業や民間
施設建設事業（メガソーラー）など５事業か所、合わせて11事業か所を巡回し、施工の状況
や予定事業の計画について、事業担当課からの説明を受けるなど現地調査を行った。

公共工事現場等を調査！（平成28年度完了、平成29年度予定事業）

平成29年度　特別会計当初予算
■歳　出 【単位：千円】

  604,000

188,000

138,000

445,000

34,000

68,000

581,000

174,000

147,000

444,000

32,000

44,000

　 23,000

14,000

△9,000

1,000

2,000

24,000

198,711

11,152

0

182,985

0

0

　 0

16,700

0

0

0

0

268,117

49,353

36,344

118,607

243

24,536

137,172

110,795

101,656

143,408

33,757

43,464

国民健康保険事業

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

介 護 保 険 事 業

後期高齢者医療事業

ケーブルテレビ事業

国県支出金 地方債 その他
一般財源

特 定 財 源

本年度予算額の財源内訳

会　　　計 本年度
予算額

前年度
予算額

比　較

山江中学校校舎外壁塗装工事（H29年度予定） 村道県道下段線橋梁架換工事（下ノ段地区）

防災行政無線デジタル化工事（役場防災無線室） 空き家改修工事（淡島地区）
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こんなことが決まりました
条例改正など

　条例の制定
　〇山江村移住定住促進施設「淡島ゲストハ
ウス」の設置及び管理に関する条例の制定

　淡島地区の空き家を活用し、改修整備
を行った住宅の管理運営等に係る条例
〈使用者の条件〉
・将来的に本村へ移住を希望している者
・使用期間中、円滑かつ積極的に周辺の
　住民との交流ができる者
・旅行に伴う宿泊利用でない者など
〈使用期間〉
・原則として１ヶ月以内

（内容）債権に関する統一的な処理基準
を定めるところにより、公正かつ公平な
村民負担の確保及び村の債権管理の一層
の適正化を図り、もって健全な行財政運
営を資することを目的とするもの

　国会等へ提出する意見書（委員会発委）
　〇地域の実情に応じた医療提供体制の確保
を求める意見書

　政府が発表した2025年の必要病床数
の推計は、現在の病床数と比べ15万～
19万病床少なく、大幅な削減が求めら
れている。国が一方的に病床削減を強い
ることは、地域の医療ニーズに十分応じ
ることができなくなるおそれと、医療従
事者の雇用機会の喪失につながる可能性
があることから、地域の実情に応じた内
容にすることを、国に対し意見書を直接
提出し要望するもの。

　村道路線の廃止・認定
〇山刀失村界線（廃止）
　起　　点：山田字円蔵2128-1
　終　　点：山田字谷ノ口2554-8
　延　　長：Ｌ＝1922.0ｍ
　敷地幅員：4.6ｍ～33.0ｍ
〇山刀失村界線（認定）
　起　　点：山田字円蔵2124-1
　終　　点：山田字谷ノ口2554-8
　延　　長：Ｌ＝1955.0ｍ
　敷地幅員：4.6ｍ～20.9ｍ

　閉会中の継続審査（常任委員会へ付託）
〇山江村債権管理条例の制定
〇山江村営住宅条例及び山江村特定公共賃貸
　住宅管理条例の一部を改正する条例の制定

　条例の一部改正　
〇山江村専門委員の設置に関する条例等を廃
　止する条例の制定
〇山江村一般職の職員の給与に関する条例の
　一部を改正する条例の制定
〇山江村職員の育児休業等に関する条例の一
　部を改正する条例の制定
〇山江村職員の勤務時間、休暇等に関する条
　例の一部を改正する条例の制定
〇山江村個人情報保護条例及び山江村行政手
　続における特定の個人を識別するための番
　号の利用等に関する法律に基づく個人番号
　の利用及び特定個人情報の提供に関する条
　例の一部を改正する条例の制定
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６名が登壇！村執行部に問う
（一般質問）

〇地方創生事業の進捗について

〇国民健康保険の広域化について
〇㈱やまえについて
〇業務委託について

〇貴重な文化財の保護と整備について
〇山江温泉ほたると物産館の今後の状況について
〇村長の政治姿勢について

〇施政方針について
　・万江川上流の水利権について
　・山江村の農業施策について
　・山江村まち・ひと・しごと創生総合戦略について

〇ふるさと納税について
〇山江村消防団の現状について

〇買い物弱者・交通弱者の生活交通確保対策について
〇人口減少定住促進施策について
〇有地貸付メガソーラーについて
〇教育行政について

１ 中　竹　耕一郎 5～６ページ

3 立 道 　 徹 ６～７ページ

2 森 田 俊 介 6ページ

4 松 本 佳 久 ７ページ

5 赤 坂 　 修 ８ページ

6 横 谷 　 巡 ９ページ

質　　問　　事　　項 ページ質問順 議　員　氏　名
※
議
会
だ
よ
り
は
、
文
字
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
一
般
質
問
内
容
の
す
べ
て
を

　

掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
各
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
原
稿
の
ま
ま
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

中竹 耕一郎 議員

一般質問

　
　
　

具
体
的
な
計
画
に
基
き
事
業
遂
行

さ
れ
て
い
る
が
、
既
に
進
ん
で
い
る
も

の
、
又
は
様
々
な
課
題
に
突
き
当
た
っ
て

い
る
も
の
が
あ
る
。
現
在
の
進
捗
は
。

　
　
　

地
方
創
生
は
も
と
も
と
、
ま
ち
、

人
、
仕
事
創
生
と
言
わ
れ
て
い
る
。
経
済

を
活
性
化
さ
せ
な
が
ら
仕
事
を
つ
く
る
。

そ
し
て
人
を
残
す
。
そ
し
て
村
づ
く
り
を

進
め
る
。
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
四
つ
の

基
本
目
標
と
62
項
目
の
施
策
を
掲
げ
て
事

業
実
施
に
当
っ
て
い
る
。
村
の
活
力
に
繋

が
る
雇
用
づ
く
り
、
移
住
定
住
の
促
進
、

子
育
て
の
様
々
な
支
援
、
環
境
づ
く
り
そ

し
て
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
等
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
国
の
支
援
が
な
く
と

も
自
立
し
て
い
け
る
基
礎
を
つ
く
る
必
要

が
あ
る
。

　
　
　

情
報
化
戦
略
の
ね
ら
い
、
そ
の
特

徴
に
つ
い
て
。

　
　
　

農
業
、
防
災
環
境
、
福
祉
、
人
材

育
成
を
重
要
分
野
と
し
、
年
度
ご
と
に
目

標
を
設
定
し
て
進
捗
管
理
を
し
て
い
る
。

　
　
　

比
較
的
先
駆
け
て
進
ん
で
い
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
外
部
に
も
呼
び
か
け
人

材
養
成
の
拠
点
づ
く
り
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

平
成
29
年
度
に
研
究
所
セ
ミ
ナ

ー
、
講
座
な
ど
計
画
し
て
い
る
。

　
　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
団
塊
の
世
代
に
も
必
要

と
な
る
が
、
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
等
を

立
ち
上
げ
る
計
画
は
。
村
内
地
区
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
の
設
置
計
画
は
。

　
　
　

地
域
づ
く
り
研
究
所
を
軸
と
し
て

進
め
る
。
支
援
員
の
設
置
計
画
は
あ
る
。

　
　
　

地
方
創
生
に
活
用
す
る
文
化
遺
産

の
保
存
の
た
め
文
化
財
基
金
の
創
設
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
基
金
活
用
の
原
資
と
す

る
方
法
は
。

　
　
　

再
調
査
を
し
、
補
助
金
交
付
要
綱

な
ど
検
討
し
て
い
る
。
基
金
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

来
村
者
へ
の
対
策
と
し
て
文
化
財

を
含
め
村
内
の
各
種
サ
イ
ン
計
画
は
。

　
　
　

後
世
に
伝
え
て
い
く
観
点
か
ら
説

明
案
内
板
設
置
は
急
務
で
あ
る
。

　
　
　

定
住
化
促
進
策
と
し
て
、
奨
学
金

の
返
済
期
限
猶
予
、
軽
減
策
等
の
優
遇
措

置
は
。

　
　
　

運
営
上
、
財
源
の
確
保
が
課
題
で

あ
る
。
今
後
見
直
し
も
検
討
す
る
。

　
　
　

定
住
予
定
者
の
家
屋
建
築
、
移
住

者
の
固
定
資
産
税
軽
減
策
は
。

地
方
創
生
事
業
の
進
捗
は

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁
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立道　徹 議員

森田　俊介 議員

　
　
　

現
在
の
国
保
運
営
状
況
は
。

　
　
　

国
保
加
入
状
況
で
は
、
平
成
27
年

度
で
5
5
6
世
帯
、
9
8
0
人
。
平
成
28

年
度
2
月
末
で
5
3
8
世
帯
、
9
1
0
人

と
減
少
傾
向
に
あ
る
。
全
国
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
る
。
働
く
世
代
が
社
会
保
険
に

加
入
し
、
国
保
は
、
低
所
得
者
・
高
齢
者

層
の
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　

医
療
費
で
は
、
平
成
26
年
度
の
一
人
当

た
り
の
療
養
給
付
費
は
、
34
万
9
3
7
8

円
、
27
年
度
で
は
35
万
7
2
9
円
で
県
内

で
も
高
い
水
準
と
な
っ
て
お
り
、
国
保
事

業
会
計
決
算
状
況
は
、
平
成
26
年
度
約
5

億
1
7
0
0
万
円
、
27
年
度
で
5
億

6
8
0
0
万
円
、
28
年
度
は
予
算
ベ
ー
ス

で
6
億
1
0
0
0
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

　
　
　

本
村
は
、
国
・
県
・
村
の
指
定
文

化
財
と
数
多
く
の
文
化
財
が
存
在
し
丸
岡

公
園
西
側
に
標
高
５
０
６
ｍ
の
と
こ
ろ
に

照
岳
と
い
う
山
が
あ
り
人
吉
が
一
望
で
き

て
人
吉
市
、
球
磨
村
、
山
江
村
の
行
政
境

界
線
だ
が
行
き
来
で
き
な
い
状
況
と
未
指

定
で
文
化
財
も
荒
れ
放
題
で
消
滅
危
機
で

あ
る
が
。

　
　
　

道
そ
の
も
の
が
荒
廃
し
て
い
る
状

況
で
関
係
市
町
村
と
協
議
や
協
力
な
ど
一

体
的
な
取
組
み
が
必
要
に
な
り
整
備
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。

　

殿
様
道
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
で
あ
り
ま

す
が
、
よ
く
殿
様
道
に
つ
い
て
調
べ
ら
れ

た
な
と
思
い
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
教

育
委
員
会
の
殿
様
道
の
調
査
結
果
を
待
た

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

山
江
温
泉
の
経
営
状
況
は
。

　
　
　

１
月
ま
で
の
状
況
は
約
７
０
０
万

円
強
の
黒
字
を
見
て
い
る
。

　
　
　

賞
与
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

取
締
役
会
で
協
議
し
た
い
。

　
　
　

温
泉
の
掘
り
返
し
計
画
は
あ
る
の

か
。

　
　
　

地
方
創
生
の
補
助
金
を
取
る
こ
と

が
で
き
る
か
、
国
県
と
検
討
し
て
お
り
積

極
的
に
そ
の
予
算
を
取
り
に
行
き
た
い
。

　
　
　

平
成
29
年
の
米
、
栗
の
買
い
付
け

目
標
は
。

　
　
　

米
は
昨
年
比
の
１
０
５
％
で
５
％

の
増
、
栗
は
１
１
０
％
で
10
％
増
を
見
込

ん
で
お
り
、
栗
は
約
18
ト
ン
程
度
が
必
要

で
あ
ろ
う
と
報
告
が
あ
っ
た
。

　
　
　

米
倉
庫
の
貯
蔵
の
機
能
は
十
分
発

揮
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　
　

除
湿
器
の
設
置
に
取
り
掛
か
っ
て

い
る
。

　
　
　

物
産
館
の
冷
蔵
庫
に
山
江
の
栗
ま

ん
じ
ゅ
う
と
良
く
似
た
商
品
が
あ
る
が
。

　
　
　

ト
ラ
ブ
ル
等
が
あ
っ
た
ら
出
荷
協

議
会
の
方
で
対
処
さ
れ
る
。
物
産
館
は
一

切
責
任
を
取
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
出
荷

者
本
人
に
責
任
を
と
っ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　

山
江
温
泉
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
話
を

聞
い
た
が
。

　
　
　

山
江
村
の
栗
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
マ

　
　
　

上
位
法
も
あ
り
課
題
が
あ
る
。
法

に
基
づ
く
軽
減
特
例
措
置
に
つ
い
て
説
明

し
活
用
し
て
い
く
。

　
　
　

地
方
創
生
に
係
る
職
員
、
人
材
の

育
成
に
つ
い
て
。

　
　
　

内
部
研
修
、
外
部
研
修
含
め
て
能

力
、
技
能
の
向
上
に
務
め
る
。

　
　
　

本
気
度
が
問
わ
れ
る
地
方
創
生
事

業
で
あ
る
。
も
っ
と
他
に
良
い
方
法
は
な

い
か
常
に
考
え
、
焦
ら
ず
慌
て
な
い
で
住

ん
で
心
地
よ
い
故
郷
づ
く
り
に
邁
進
し
て

欲
し
い
。

ー
ク
を
開
発
中
で
あ
る
。

　
　
　

事
務
的
な
仕
事
の
遅
れ
か
ら
長
い

時
間
待
た
せ
、
村
民
の
方
が
ど
の
課
に
行

っ
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
。
受
付
案
内

人
を
置
く
な
ど
各
課
に
専
門
職
の
配
備
は

で
き
な
い
も
の
か
。

　
　
　

改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

副
村
長
を
置
く
考
え
は
。

　
　
　

副
村
長
の
設
置
も
積
極
的
に
考
え

て
い
き
た
い
。

一般質問

事
務
の
改
善
と
副
村
長
の
設
置
は

国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
と
は

貴
重
な
文
化
財
の

　
　
　
　
保
護
と
整
備
は
い
か
に

山
江
温
泉
と
物
産
館
の
経
営
状
況
は
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問

質
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質
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問

質
問

質
問

質
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答
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医療費の適正化に向けた住民検診

一般質問
年
々
歳
出
規
模
が
膨
ら
ん
で
い
る
。

　

国
保
財
政
調
整
基
金
の
状
況
は
、
24
年

度
に
5
0
0
0
万
円
を
新
規
積
み
立
て
を

し
、
27
年
度
に
3
0
0
0
万
円
を
取
り
崩

し
、
28
年
度
は
、
1
5
0
0
万
円
を
取
り

崩
し
、
29
年
度
は
残
り
の
5
0
0
万
円
の

基
金
を
充
て
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
基
金

も
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
な
の
で

国
保
財
政
運
営
は
た
い
へ
ん
厳
し
い
。

　
　
　

30
年
度
か
ら
県
単
位
化
へ
移
行
と

な
る
が
、
現
在
の
国
保
の
収
納
率
と
滞
納

世
帯
数
、
短
期
被
保
険
者
証
の
発
行
数
、

ま
た
、
差
し
押
さ
え
件
数
は
。

　
　
　

29
年
2
月
末
現
在
で
、
現
年
度
分

が
86
・
8
％
、
滞
納
繰
越
分
が
11
・
8

％
、
全
体
で
67
・
5
％
。
滞
納
者
数
は
、

現
年
度
分
が
89
名
、
滞
納
繰
越
分
が
72

名
、
実
人
数
が
97
名
。
短
期
保
険
証
の
発

行
は
、
78
件
ほ
ど
で
、
本
年
度
の
差
し
押

さ
え
は
1
件
の
実
績
で
あ
る
。

　
　
　

国
保
税
を
引
き
下
げ
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　
　

市
町
村
ご
と
に
標
準
保
険
料
を
算

定
し
市
町
村
が
決
定
し
て
い
く
。
給
付
費

の
高
い
市
町
村
に
は
高
い
納
付
金
を
納
め

る
こ
と
に
な
り
、
現
状
と
変
わ
ら
な
い
状

況
で
あ
る
。
保
険
税
を
下
げ
る
に
は
い
か

に
給
付
費
を
下
げ
る
か
に
か
か
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
特
定
検
診
率
の
向

上
・
特
定
保
健
指
導
の
推
進
、
が
ん
検
診

の
充
実
な
ど
医
療
費
の
適
正
化
に
向
け
、

保
健
師
や
栄
養
士
を
中
心
に
保
険
事
業
に

　
　
　

昭
和
20
年
代
か
ら
㈱
チ
ッ
ソ
が
持
っ

て
い
る
万
江
川
上
流
の
水
利
権
（
約

1
0
0
0
h
a
）
を
取
り
戻
す
考
え
は
な

い
か
。

　
　
　

歴
代
の
村
長
も
議
会
も
住
民
も
、

万
江
川
の
水
の
大
切
さ
は
十
分
に
理
解
し

て
い
ま
す
。
チ
ッ
ソ
が
持
つ
水
利
権
の
使

用
期
限
は
平
成
39
年
3
月
31
日
ま
で
な
の

で
、
引
き
続
き
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て

返
還
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
河
川
法
第
36
条
で
は
、
国
土
交

通
大
臣
は
水
利
の
使
用
に
関
し
て
は
、
関

係
市
町
村
長
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
、
議
会
の

考
え
方
が
良
く
伝
わ
る
よ
う
に
準
備
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

水
田
地
帯
の
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
交
付
金
事
業
は
、
人
吉
球
磨
地
方
で

は 

錦
町
と
山
江
村
だ
け
が
取
り
組
ん
で
い

な
い
。
今
後
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
？

　
　
　

山
江
村
の
水
田
地
帯
の
大
部
分
は

中
山
間
地
域
直
接
支
払
交
付
金
事
業
に
該

当
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
年
度
か

ら
傾
斜
度
の
測
量
を
し
て
順
次
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
運
営

主
体
は
地
域
の
農
家
と
い
う
制
度
な
の
で

参
加
に
向
け
て
農
家
の
皆
さ
ん
方
の
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　

山
江
村
地
方
創
生
総
合
戦
略
は
村

民 

へ
の
周
知
不
足
の
面
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
？
ど
の
よ
う
に
村
民
へ
上
手
に
伝
え

て
い
く
の
か
。

　
　
　

村
内
へ
の
情
報
発
信
は
と
て
も
大

切
で
す
。
広
報
誌
や
回
覧
チ
ラ
シ
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
、
防
災
行
政
無
線
、
各
課
の

チ
ラ
シ
等
々
を
利
用
し
て
各
種
の
行
政
情

報
、
地
方
創
生
総
合
戦
略
を
上
手
に
伝
え

る
努
力
を
し
て
い
く
。

　
　
　

山
江
中
学
校
卒
業
式
で
中
里
校
長

先
生
は
「
変
革
の
時
代
に
活
躍
す
る
の

は
、
い
つ
の
時
代
も
若
者
で
あ
る
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
が
、
私
た
ち
も
共
に
力
を

合
わ
せ
て
次
代
を
担
う
子
ど
も
達
、
山
江

村
の
こ
と
を
好
き
に
な
り
世
界
に
も
目
を

向
け
る
子
ど
も
達
が
す
く
す
く
と
育
つ
よ

う
、
な
お
一
層
力
を
注
ぎ
ま
し
ょ
う
。

積
極
的
に
取
り
組
み
、
村
民
の
皆
様
も
定

期
的
な
検
診
を
受
診
し
て
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
・
重
症
化
予
防
に
心
が
け
て
頂

き
た
い
。

　
　
　

広
域
化
に
よ
っ
て
、
国
保
税
が
下

が
る
と
い
う
印
象
で
す
が
、
上
が
る
懸
念

は
あ
る
の
か
。

　
　
　

当
面
の
間
は
各
市
町
村
の
給
付
費

に
応
じ
た
標
準
保
険
料
率
を
示
し
て
市
町

村
が
決
定
し
て
い
く
の
で
す
ぐ
に
は
下
が

る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
た
だ
、
受
診
率

を
上
げ
る
ま
た
、
予
防
・
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
が
で
き
て
い
る
か
そ
の
よ
う
な

実
績
に
よ
っ
て
、
予
算
は
増
え
て
い
く
仕

組
み
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
は
、

保
健
師
の
指
導
・
取
り
組
み
が
重
要
で
あ

る
。

「
と
も
に
築
こ
う
、

　
暮
ら
し
や
す
い
山
江
村
!!
」

質
問

質
問
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問
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問

質
問
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全団員出動の消防出初式

ちょっと待った！

一般質問
　
　
　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
実
績
と

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
活
用
し
た
事
業

は
。

　
　
　

平
成
27
年
度
実
績
は
62
件
で
８
６

７
千
円
、
28
年
度
は
１
月
末
現
在
８
３
９

件
で
１
０
８
３
万
円
で
あ
る
。
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
を
活
用
し
た
事
業
は
、
歴
史

民
俗
資
料
館
図
書
館
移
転
の
工
事
に
伴
う

絵
本
等
の
購
入
と
し
１
０
０
万
円
を
活
用

し
た
。

　
　
　

寄
附
を
し
た
方
へ
の
返
礼
品
の
状

況
は
。

　
　
　

栗
の
加
工
品
、
米
な
ど
を
中
心
に

18
品
の
中
か
ら
贈
呈
し
て
い
る
。

　
　
　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
更
に
進

め
て
い
く
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
方
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

返
礼
品
の
数
を
増
や
す
こ
と
も
重

要
と
考
え
て
い
る
。
山
江
温
泉
の
宿
泊

券
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
体
験
や
農

泊
の
推
進
、
山
江
村
の
農
産
物
を
使
っ
た

商
品
な
ど
、
魅
力
の
あ
る
返
礼
品
を
考
え

て
い
き
た
い
。

　
　
　

自
主
財
源
の
確
保
と
し
て
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
は
重
要
な
財
源
で
あ
る
と

と
も
に
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
使
い

道
と
し
て
、
①
特
産
品
の
開
発
及
び
地
域

産
業
の
推
進
②
高
齢
者
の
生
活
支
援
及
び

地
域
づ
く
り
③
自
然
環
境
保
全
及
び
地
域

景
観
の
創
造
④
青
少
年
の
健
全
育
成
及
び

教
育
環
境
の
整
備
⑤
伝
統
芸
能
並
び
に
文

化
の
伝
承
及
び
創
造
な
ど
、
各
課
に
関
係

し
た
事
業
で
あ
る
の
で
全
庁
挙
げ
て
の
推

進
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　

山
江
村
消
防
団
の
定
員
と
機
能
別

消
防
団
員
数
は
。

　
　
　

定
員
２
０
０
名
に
対
し
現
在
２
０

３
名
中
機
能
別
消
防
団
員
は
39
名
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
　

機
能
別
消
防
団
員
に
は
訓
練
等
に

参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
災
害
出
動
時
の
事
故
等
を
未

然
に
防
ぐ
観
点
か
ら
も
、
ま
た
、
ポ
ン

プ
、
そ
の
他
の
装
備
も
新
し
く
な
っ
て
く

る
の
で
、
機
械
器
具
の
取
扱
講
習
や
各
分

団
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
為

に
も
年
に
１
回
の
全
体
訓
練
も
必
要
で
は

な
い
の
か
。

　
　
　

経
験
豊
富
な
技
能
や
知
識
を
持
っ

て
い
る
消
防
団
退
団
者
を
任
用
し
て
い
る

が
、
今
後
、
で
き
る
だ
け
自
主
防
災
組
織

の
防
災
訓
練
や
消
防
団
の
訓
練
に
つ
い
て

案
内
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

団
員
数
で
二
分
団
の
35
名
か
ら
、

８
分
団
の
５
名
、
各
分
団
編
成
戸
数
２
分

団
の
３
０
５
戸
か
ら
８
分
団
の
23
戸
と
高

齢
化
過
疎
化
等
で
格
差
が
広
が
る
中
で
、

消
防
団
の
再
編
成
の
考
え
は
。

　
　
　

非
常
に
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
未

来
永
劫
と
も
こ
の
ま
ま
で
い
い
と
は
思
っ

て
い
な
い
の
で
、
団
長
に
も
今
日
出
た
質

問
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
お
伝
え
し
対
処

し
て
い
き
た
い
。

　村民の皆様には、議会傍聴（議場）にぜ
ひ参加いただき、ご意見等をお聞かせ下
さい。次回の議会定例会は６月開催です。
日程等の問い合わせは、議会事務局まで
お願いします。

　政治家の寄附は禁止
　議員は祭りのときなどにお金を寄附し
たり、お酒などを届けることを禁止されて
います。

　有権者からの寄附要求も禁止
　また、有権者が求めてもいけません。
　ご理解をお願いします。

TEL : 23－3401

議会を傍聴してみませんか。ちょっと待った！

ふ
る
さ
と
納
税
の

　
　
　
　
積
極
的
な
推
進
を
‼

山
江
村
消
防
団
の
再
編
成
は

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

提
言
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ALT（外国語指導助手）による小学校英語授業

横谷　巡 議員

一般質問
　
　
　

高
齢
者
等
を
中
心
に
、
買
い
物
・

交
通
弱
者
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、

そ
の
対
策
と
支
援
策
の
考
え
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　

現
在
、
宅
配
サ
ー
ビ
ス
や
移
動
販

売
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
買
い
物
支

援
の
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
ま

る
お
か
号
を
移
動
困
難
者
対
策
と
し
て
、

で
き
る
だ
け
利
用
し
や
す
い
形
に
今
後
持

っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
本
村
は
適

地
で
あ
る
が
、
中
・
長
期
の
総
合
的
施
策

で
農
振
地
域
の
見
直
し
と
除
外
を
村
の
重

点
施
策
と
し
て
取
り
組
み
、
分
譲
地
造
成

を
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

農
振
地
域
の
見
直
し
は
5
年
に
1

回
で
あ
り
、
平
成
29
年
度
が
見
直
し
の
年

に
な
る
。
定
住
促
進
の
施
策
と
し
て
分
譲

地
造
成
施
策
は
重
要
で
あ
り
、
事
業
が
計

画
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
除
外

地
と
し
て
許
可
さ
れ
る
よ
う
県
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　

村
民
の
声
と
し
て
、
西
川
内
の
村

営
住
宅
建
設
の
遅
れ
に
つ
い
て
、
軟
弱
な

地
盤
の
せ
い
で
は
な
い
か
な
ど
の
風
評
が

あ
る
が
、
地
盤
の
状
況
と
入
札
が
遅
れ
た

本
当
の
原
因
と
経
緯
に
つ
い
て
説
明
を
願

い
た
い
。

　
　
　

地
盤
強
度
の
支
持
力
度
を
満
た
し

て
い
な
い
箇
所
が
8
箇
所
あ
っ
た
の
で
、

そ
の
対
策
工
事
と
し
て
土
の
入
れ
替
え
を

行
っ
た
。
入
札
が
遅
れ
た
原
因
と
経
緯

は
、
1
戸
当
た
り
の
標
準
建
設
費
が
国
の

基
準
を
大
き
く
上
回
り
見
直
し
が
必
要
と

な
っ
た
こ
と
と
、
発
注
者
と
受
注
者
と
の

協
議
や
打
合
わ
せ
事
項
が
不
十
分
だ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

　
　
　

28
年
度
の
重
点
施
策
で
あ
る
住
宅

建
設
事
業
が
、
予
算
不
足
、
打
合
わ
せ
不

足
な
ど
に
よ
り
計
画
戸
数
の
減
と
入
札
に

遅
れ
を
生
じ
、
繰
越
事
業
に
な
る
こ
と
は

重
き
に
値
す
る
。
こ
の
一
連
の
顛
末
の
責

任
に
つ
い
て
、
村
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

　
　
　

決
裁
権
は
私
に
あ
る
の
で
責
任
が

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
職
員
に
も

今
回
の
こ
と
は
よ
き
戒
め
と
い
う
こ
と
で

し
っ
か
り
と
指
導
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

合
戦
の
峰
の
村
有
地
貸
付
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
設
置
に
よ
る
造
成
傾
斜
地
か
ら
、

梅
雨
時
に
下
方
の
住
宅
団
地
、
民
家
へ
の

土
砂
流
出
の
恐
れ
と
農
地
・
河
川
へ
の
影

響
は
な
い
の
か
。

　
　
　

現
在
、
安
定
し
て
い
な
い
法
面
な

ど
か
ら
降
雨
時
に
土
砂
が
流
れ
、
付
近
の

住
宅
地
や
河
川
へ
影
響
が
生
じ
て
い
る
。

土
砂
流
出
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
な
い
よ

う
業
者
に
対
策
を
指
示
し
て
い
る
。

　
　
　

災
害
発
生
時
の
緊
急
マ
ニ
ュ
ア
ル

と
責
任
の
所
在
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

降
雨
時
の
見
回
り
や
監
視
カ
メ
ラ

の
設
置
な
ど
体
制
の
強
化
に
努
め
る
。
責

任
に
つ
い
て
は
会
社
が
一
切
の
賠
償
責
任

を
負
う
と
い
う
協
定
書
を
結
ん
で
い
る
。

　
　
　

人
物
優
秀
で
学
力
が
高
く
、
進
学

し
た
い
と
い
う
強
い
意
欲
が
あ
っ
て
、
経

済
的
事
情
で
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
子
供

の
進
学
を
支
援
す
る
た
め
の
返
済
不
要
の

給
付
型
奨
学
金
制
度
を
創
設
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　
　

現
時
点
で
は
今
後
の
検
討
課
題
と

考
え
る
。

　
　
　

英
語
教
育
が
２
０
２
０
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
る
が
、
準
備
等
の
課
題
と
英
語

教
育
を
山
江
村
の
教
育
の
特
徴
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

増
え
る
授
業
時
間
の
確
保
と
教
育

課
程
を
ど
う
す
る
の
か
の
検
討
、
英
語
授

業
を
行
う
教
師
の
英
語
力
向
上
の
取
り
組

み
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
を
含
め
た
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
育
成
な
ど
が
課
題
と
し
て
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
先
進
地
と

し
て
英
語
教
育
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な
活

用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
等
の
対
策
と
支
援
策
は

人
口
減
少
定
住

　
　
　
　
　
促
進
施
策
の
進
捗
は

村
有
地
貸
付
の

　
　
　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
対
策
は

教
育
行
政
と
英
語
教
育
の
課
題
は

答
弁
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弁
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弁
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弁
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弁
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弁
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弁
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問
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問
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問

質
問
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今
年
の
桜
は
、例
年
よ
り

開
花
が
遅
れ
、ち
ょ
う
ど
入

学
式
の
頃
に
満
開
と
な
り

ま
し
た
。

き
れ
い
な
桜
の
下
で
新
し

い
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
れ
た

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

３
月
定
例
会
は
、平
成
29

年
度
当
初
予
算
を
審
議
す

る
大
切
な
定
例
会
で
あ
り

ま
し
た
。新
年
度
予
算
も
原

案
通
り
可
決
さ
れ
、予
算
執

行
が
始
ま
り
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
も
、効
率
的

で
、
安
心
安
全
な
村
づ
く

り
、村
民
福
祉
の
向
上
等
に

予
算
が
執
行
さ
れ
る
よ
う
、

し
っ
か
り
と
チ
ェ
ッ
ク
し

て
行
く
と
共
に
、私
た
ち
議

員
も
、皆
様
に
分
か
り
や
す

く
親
し
み
や
す
い
議
会
を

め
ざ
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、傍
聴
に
来
て
い
た
だ

き
ま
す
こ
と
を
期
待
し
、こ

の
議
会
だ
よ
り
が
多
く
の

皆
様
に
見
て
頂
け
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
文
責　

赤
坂　

修
）

だんだんなぁ

　平成29年２月21日、議会常任委員会では、宮崎県三股町、高原町へ合同視察研修を行った。
　研修内容は、ふるさと納税や農林業振興、６次産業化や移住定住施策についてであったが両町とも
先進的な事業の取り組みが行われており、山江村においても研修の成果を生かしていきたい。

保健医療事業の説明（高原町役場：清永保健師） まち・ひと・しごと情報交流センター（三股町）

一般会計補正予算（第７号）■歳　出 【単位：千円】

6,564
674,065
396,677
279,554
422,604
469,883
216,609
9,105

336,469
104,563
3,696,165

△100
△1,649

2
△5,920
△4,867
△77,438
△1,585
△310
△2,935
70,030
△24,772

普通旅費の減
公共施設等総合管理計画策定業務委託料他の減
国県支出金返還金の増
新規作物導入支援事業、有害鳥獣駆除補助他の減
村道新設改良工事、村営住宅建築工事他の減
デジタル防災行政無線設備工事他の減
学校給食食材購入助成金、就学援助費他の減
林道施設災害復旧工事費の減
臨時財政対策債、緊急防災、減債事業債他の減
予備費の増

60,464
672,416
369,679
237,634
417,737
392,445
215,024
8,795

333,534
174,593
3,671,393

議　　　　会　　　　費
総 務 費
衛 生 費
農 林 水 産 業 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
予 備 費
歳 出 合 計

説　　　　明区　　　分 補正前額 補正額 合　計

　平成29年第２回山江村議会臨時会が３月30日招集され、平成28年度山江村一般会計補正予算（第７号）及
び山江村特別会計ケーブルテレビ事業補正予算（第４号）を審議し、原案どおり可決決定しました。
　今回の補正予算の主なものは、一般会計においては、地方交付税（特別交付税）の確定などにより、補正
前の額に歳入歳出それぞれ24,772千円を減額し、総額を36億71,393千円としたもの。　　
　また、繰越明許費として、８事業２億18,183千円を平成29年度へ繰越すための予算措置と特別会計ケーブ
ルテレビ事業補正予算では、主に西川内地区公営住宅ケーブルテレビ引き込み工事を平成29年度へ繰越すた
めの予算措置を合わせて決定した。

平成29年第２回議会臨時会報告
「地方創生拠点整備事業等の繰越明許費補正予算を可決！」

山江村議会だより平成29年４月28日発行 ⑩
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